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は
じ
め
に

日
本
の
近
代
学
校
制
度
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

の
「
学
制
」
頒
布
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
「
教
育
令
」・「
小
学

校
令
」
と
、
大
き
な
制
度
の
見
直
し
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
間
に
も
度
々
改
正
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
背
景
に
は
欧
米
諸
国

か
ら
の
直
輸
入
的
教
育
制
度
そ
の
も
の
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
当
時
の
国
内
情
勢
の
影
響
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
始
ま
っ
た
西
南
戦
争
に

お
け
る
多
額
の
戦
費
確
保
な
ど
で
疲
弊
し
た
国
家
財
政

の
改
善
を
図
る
た
め
、
大
蔵
卿
に
就
任
し
た
松
方
正
義

は
緊
縮
財
政
政
策
を
実
施
し
た
が
、
極
端
な
政
策
は
物

価
の
暴
落
を
引
き
起
こ
す
結
果
を
招
い
て
い
る
。
さ
ら

に
天
候
不
順
の
影
響
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
な
ど
も
加

わ
り
、
困
窮
し
た
農
民
た
ち
の
多
く
が
都
市
部
へ
流
入

し
た
こ
と
で
貧
民
窟
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
当
時
東

京
府
に
は
三
大
貧
民
窟
（
下
谷
万
年
町
・
芝
新
網
町
・
四
谷

鮫
河
橋
）
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
や
が
て
深
川
・
本
所
・

浅
草
な
ど
下
町
方
面
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

〔
個
人
研
究
〕

小
学
校
令
期
に
お
け
る
各
宗
派
同
盟
と
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状
況
の
中
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
公
布
さ
れ
た

「
小
学
校
令
」
で
は
、
小
学
簡
易
科
の
設
置
が
認
め
ら
れ

て
い
た
。

日
本
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
近
代
学
校
制
度
は
、
民

費
依
存
・
受
益
者
負
担
を
原
則
と
し
て
い
る
。
制
度
見

直
し
に
お
い
て
も
そ
の
方
針
は
継
承
さ
れ
た
が
、
小
学

簡
易
科
は
就
学
者
か
ら
の
授
業
料
徴
収
を
行
わ
な
い
こ

と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
簡
易
科
設
置
が
制
度

上
認
め
ら
れ
た
の
は
「
小
学
校
令
」
初
期
の
わ
ず
か
な

期
間
で
は
あ
る
も
の
の
、
東
京
府
で
は
宗
派
を
超
え
た

仏
教
寺
院
が
協
力
し
て
設
立
し
た
簡
易
科
小
学
校
が
、

数
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で

あ
る
。

久
木
幸
男
は
慈
善
学
校
に
つ
い
て
「
規
模
が
小
さ
く

短
命
に
終
わ
っ
た
も
の
が
多
い
の
で
、
関
係
資
料
も
散

逸
し
て
お
り
、
研
究
対
象
と
し
て
な
り
難
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
（
１
）
」
と
し
な
が
ら
も
、
京
都
に
設
立
さ
れ
た
慈

善
洛
東
学
院
を
例
と
し
た
研
究
を
残
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
戸
田
金
一
は
「
学
制
期
に
お
け
る
府
県
の
貧
困
子

女
就
学
方
策
に
つ
い
て
（
２
）
」・「
秋
田
県
２
慈
善
学
校
狭
間

期
に
お
け
る
貧
民
子
弟
の
就
学
（
３
）
」・『
明
治
初
期
の
福
祉

と
教
育
（
４
）
』
な
ど
で
、
秋
田
県
の
貧
民
子
弟
の
就
学
に
つ

い
て
言
及
し
て
お
り
、
土
方
苑
子
は
『
東
京
の
近
代
学

校
（
５
）
』
の
中
で
、
東
京
市
域
に
お
け
る
貧
民
学
校
の
設
立

状
況
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、

谷
川
穣
（
６
）
は
僧
侶
に
よ
る
小
学
簡
易
科
設
置
に
つ
い
て
、

主
に
『
明
教
新
誌
』
な
ど
の
雑
誌
資
料
を
中
心
と
し
た

研
究
成
果
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
中
西
直
樹
（
７
）
は
近
代

学
校
制
度
導
入
期
に
お
け
る
仏
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
慈
善
学
校
・
貧
人
学
校
・
簡

易
科
小
学
校
な
ど
に
関
す
る
研
究
が
、
十
分
な
成
果
を

残
し
て
い
る
状
況
に
無
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
は
寺
子
屋
が
庶
民
教
育
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
多

く
の
僧
侶
が
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
読
み
書
き
指
導
し

て
い
た
事
実
を
伝
え
る
記
録
は
少
な
く
な
い
。
近
代
学

校
制
度
導
入
に
際
し
て
も
、
寺
院
を
教
場
に
開
校
す
る

学
校
は
多
く
、
近
代
学
校
制
度
導
入
後
も
仏
教
と
教
育
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が
深
く
関
わ
っ
て
き
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
「
小
学
校
令
」
初
期
に
設
立
さ
れ
た
簡
易
科
小
学
校

の
中
で
も
、
特
に
仏
教
寺
院
が
宗
派
を
超
え
て
設
立
し

た
東
京
府
内
の
簡
易
科
小
学
校
に
注
目
し
、
そ
の
設
立

に
至
っ
た
背
景
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

一
、「
学
制
」
か
ら
「
小
学
校
令
」
へ

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
一
八
日
に
文
部
省
が
設

置
さ
れ
、
翌
五
年
八
月
三
日
に
「
学
制
」
が
頒
布
さ
れ

た
こ
と
で
、
日
本
の
近
代
学
校
制
度
は
始
ま
っ
て
い
る
。

「
学
制
」
に
お
い
て
は
「
小
学
校
ハ
教
育
ノ
初
級
ニ
シ

テ
人
民
一
般
必
ス
学
ハ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
（
８
）
」

と
し
て
、
尋
常
小
学
だ
け
で
は
な
く
、
女
児
小
学
・
村

落
小
学
・
貧
人
小
学
・
小
学
私
塾
・
幼
稚
小
学
と
六
種

類
の
学
校
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
基
本
の
尋
常
小
学
は

六
歳
か
ら
九
歳
ま
で
を
下
等
小
学
、
一
〇
歳
か
ら
一
三

歳
ま
で
は
上
等
小
学
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
就
学
期
間

は
八
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
小
学
に
つ
い
て

は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

第
二
十
二
章　

幼
稚
小
学
ハ
、
男
女
ノ
子
弟
六
歳

迄
ノ
モ
ノ
、
小
学
ニ
入
ル
前
ノ
端
緒
ヲ
教
ル
ナ

リ
第
二
十
三
章　

小
学
私
塾
ハ
、
小
学
教
科
ノ
免
状

ア
ル
モ
ノ
、
私
宅
ニ
於
テ
教
ル
ヲ
称
ス
ヘ
シ

第
二
十
四
章　

貧
人
小
学
ハ
、
貧
人
子
弟
ノ
自
活

シ
難
キ
モ
ノ
ヲ
入
学
セ
シ
メ
ン
為
ニ
設
ク
、
其

費
用
或
ハ
富
者
ノ
寄
進
金
等
ヲ
以
テ
、
仁
恵
ノ

心
ヨ
リ
組
立
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
仍
テ
仁
恵
学
校
ト

モ
称
ス
ヘ
シ

第
二
十
五
章　

村
落
小
学
ハ
、
僻
遠
ノ
村
落
農
民

ノ
ミ
ア
リ
テ
教
化
素
ヨ
リ
開
ケ
サ
ル
ノ
地
ニ
於

テ
、
其
教
則
ヲ
少
シ
ク
省
略
シ
テ
教
ル
モ
ノ
ナ

リ
、
或
ハ
年
已
ニ
成
長
ス
ル
モ
ノ
モ
其
生
業
ノ

暇
来
リ
テ
学
ハ
シ
ム
、
是
等
ハ
多
ク
夜
学
校
ア

ル
ヘ
シ

第
二
十
六
章　

女
児
小
学
ハ
、
尋
常
小
学
教
科
ノ
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外
ニ
女
子
ノ
手
芸
ヲ
教
フ
（
９
）

こ
の
時
期
既
に
授
業
料
の
支
払
い
が
難
し
い
人
々
の

た
め
、
寄
附
金
な
ど
で
維
持
さ
れ
る
貧
人
小
学
設
置
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
も
の

の
、
実
際
に
貧
人
小
学
が
設
置
さ
れ
る
事
が
な
か
っ
た

の
は
、『
文
部
省
年
報
』
に
そ
の
記
録
が
無
い
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る

A
C
B

。
も
っ
と
も
、
近
代
学
校
制
度
の
導

入
に
際
し
公
布
さ
れ
た
「
学
制
」
の
期
間
は
決
し
て
長

く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）

九
月
二
九
日
、
太
政
官
布
告
と
し
て
「
教
育
令
」
が
公

布
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
内
容
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
十
三
条　

凡
児
童
六
年
ヨ
リ
十
四
年
ニ
至
八
箇

年
ヲ
以
テ
学
齢
ト
ス

第
十
四
条　

凡
児
童
学
齢
間
少
ク
ト
モ
十
六
箇
月

ハ
、
普
通
教
育
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
六
条　

公
立
小
学
校
ニ
於
テ
ハ
八
箇
年
ヲ
以

テ
学
期
ト
ス
、
土
地
ノ
便
宜
ニ
因
リ
テ
ハ
此
学

期
ヲ
縮
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
ト
雖
モ
、
四
箇
年

ヨ
リ
短
ク
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
此
四
箇
年
ハ
毎
年
授

業
ス
ル
コ
ト
必
四
箇
月
以
上
タ
ル
ヘ
シ

第
十
七
条　

学
校
ニ
入
ラ
ス
ト
雖
モ
別
ニ
普
通
教

育
ヲ
受
ク
ル
ノ
途
ア
ル
モ
ノ
ハ
就
学
ト
做
ス
ヘ

シ
第
十
八
条　

学
校
ヲ
設
置
ス
ル
ノ
資
力
ニ
乏
シ
キ

地
方
テ
ハ
、
教
員
巡
回
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
テ
、
児

童
ヲ
教
授
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ

A
D
B

「
教
育
令
」
に
お
い
て
は
、
就
学
期
間
を
基
本
八
年
間

と
す
る
も
の
の
、
土
地
の
便
宜
に
よ
っ
て
は
半
分
の
四

年
に
短
縮
出
来
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

年
間
わ
ず
か
四
ヶ
月
の
出
席
で
就
学
し
た
と
認
め
ら
れ

る
な
ど
、
就
学
条
件
が
非
常
に
緩
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
と
さ
れ
て
お
り
、
校
舎
を
設
け
な
く
と
も
教
員

の
巡
回
授
業
に
よ
る
就
学
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、「
自
由
教
育
令
」
と
も
称
さ
れ
る
制
度
へ
の

移
行
で
は
、小
学
校
に
お
け
る
教
科
に
つ
い
て
も
「
読
書
・

習
字
・
算
術
・
地
理
・
歴
史
・
修
身
等
」
の
初
歩
を
教

え
る
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
簡
素
化
さ



小学校令期における各宗派同盟と簡易小学校についての一考察

— 403 —

れ
た
も
の
の
、
翌
一
三
年
一
二
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ

た
「
改
正
教
育
令
」
で
は
、「
修
身
・
読
書
・
習
字
・
美
術
・

地
理
・
歴
史
等
」
の
初
歩
的
内
容
を
教
え
る
こ
と
と
改

め
ら
れ
て
い
る
。
修
身
の
授
業
が
最
初
に
明
記
さ
れ
た

こ
と
か
ら
は
、
こ
の
授
業
を
重
視
す
る
方
針
転
換
の
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
の
、
就
学
期
間
に
つ
い
て
は

三
年
以
上
八
年
以
下
と
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

「
学
制
」
か
ら
「
教
育
令
」
へ
の
移
行
に
は
、
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
に
お
け
る
戦
費
獲
得

を
背
景
と
し
た
経
済
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
民
権
運
動

の
高
ま
り
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当

初
緩
め
ら
れ
た
制
度
が
、
修
身
教
育
を
重
視
す
る
方
向

へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
社
会
情
勢

に
よ
り
、
初
等
教
育
の
段
階
に
お
い
て
も
修
身
授
業
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
朱
子
学
を
教
育
の
中
心

に
据
え
る
こ
と
で
、
支
配
体
制
強
化
を
図
っ
て
き
た
歴

史
を
持
つ
我
が
国
が
、
近
代
学
校
制
度
の
導
入
を
急
ぐ

あ
ま
り
欧
化
主
義
に
偏
り
、
道
徳
教
育
を
等
閑
に
し
て

き
た
反
省
か
ら
、
初
等
教
育
に
お
け
る
教
育
内
容
を
軌

道
修
正
し
、
修
身
の
授
業
を
重
視
す
る
方
向
へ
変
わ
っ

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、「
学
制
」
か
ら
「
教
育
令
」
ま
で
様
々

な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
就
学
率
は
順
調
に
増
加
し
て

お
り
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
五
一
パ
ー
セ
ン

ト
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
一
転
し
て
明
治

二
三
年
（
一
八
九
〇
）
ま
で
の
七
年
間
は
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
改
正
教
育
令
に
お
い
て
は
、「
地
方
税
若
ク

ハ
町
村
ノ
公
費
ヲ
以
テ
設
置
セ
ル
モ
ノ
ヲ
公
立
学
校
ト

シ
、
一
人
若
ク
ハ
数
人
ノ
私
費
ヲ
以
テ
設
置
セ
ル
モ
ノ

ヲ
私
立
学
校
ト
ス

A
E
B

」
と
定
め
ら
れ
た
が
、
緊
縮
財
政
に

よ
る
深
刻
な
窮
乏
は
税
収
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
結
果

と
し
て
教
育
費
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
で
、再
び
「
教
育
令
」

の
改
正
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
、
少
な
か
ら
ず
就
学
率

に
影
響
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
明
治
一
八
年

（
一
八
八
五
）
に
改
正
さ
れ
た
「
教
育
令
」
で
は
、
小
学

校
だ
け
で
は
な
く
小
学
教
場
も
認
め
ら
れ
、
授
業
時
間

は
三
時
間
以
上
六
時
間
未
満
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
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た
、
土
地
の
状
況
に
よ
っ
て
は
午
後
半
日
も
し
く
は
夜

間
の
授
業
も
可
能
と
さ
れ
た
が
、
結
局
こ
の
改
正
も
長

く
は
続
か
ず
、
翌
一
九
年
四
月
一
〇
日
の
勅
令
第
十
四

号
に
よ
り
「
小
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

「
小
学
校
令
」
に
お
い
て
は
、
小
学
校
を
高
等
・
尋
常

の
二
等
に
分
け
、
六
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
を
学
齢
期
と

定
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
五
条
・
十
六
条
は
小
学
簡

易
科
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
簡
易
科
の
経
費
に
関

し
て
は
、「
区
町
村
費
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
弁
ス
ヘ
シ
」
と
決

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
教
員
の
俸
給
に
つ
い
て
も
、「
地

方
税
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
助
ス
ル
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
同
年
五
月
二
五
日
に
公
布
さ
れ
た
文
部
省
訓
令
第

一
号
「
小
学
簡
易
科
要
項

A
F
B

」
で
定
め
ら
れ
た
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
、
修
業
年
限　

三
箇
年
以
内
タ
ル
ヘ
シ

一
、
学　
　

科　

読
書
・
作
文
・
習
字
・
算
術

一
、
学　
　

級　

児
童
六
十
人
以
下
ノ
場
合
ニ
於

テ
ハ
学
級
ヲ
分
ツ
コ
ト
ヲ
得
ス
、
其
他
ハ
尋
常

小
学
ニ
準
ス

一
、
授
業
時
間　

毎
日
二
時
間
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
三

時
間
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス

　

但
算
術
ノ
時
間
ハ
授
業
時
間
総
数
ノ
半
以
上
タ

ル
ヘ
シ

簡
易
科
の
就
学
期
間
は
三
年
と
定
め
ら
れ
た
が
、
授

業
時
間
は
二
時
間
か
ら
三
時
間
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、授
業
内
容
も
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

特
に
算
術
が
重
視
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。

二
、
東
京
府
の
簡
易
科
小
学
校
に
つ
い
て

「
小
学
校
令
」
に
小
学
簡
易
科
が
明
記
さ
れ
た
の
は
明

治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
真
宗

大
谷
派
委
員
寺
田
福
寿
が
東
京
府
下
各
宗
寺
院
協
議
所

に
向
け
、
長
大
な
意
見
書
を
提
出
し
た
の
は
翌
年
二
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
日
本
の
古
例
を
鑑
み
る
に
、
各
宗

寺
院
は
通
俗
の
学
校
を
開
て
子
弟
を
教
育
せ
し
に
依
り
、

後
世
之
に
倣
ふ
者
を
名
け
て
寺
子
屋
と
云
ふ
に
至
る
、
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又
西
洋
寺
院
の
実
例
に
照
せ
ば
、
是
亦
宗
派
の
異
同
を

問
わ
ず
皆
悉
く
今
に
世
俗
普
通
の
学
校
を
設
て
無
縁
の

諸
人
を
誘
引

A
G
B

」
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
維
新
後
の
短

日
月
間
に
し
て
外
教
初
入
の
第
一
誘
引
門
日
本
国
に
も

亦
備
は
れ
り
と
云
ふ
べ
し
、
之
に
反
し
て
吾
佛
教
徒
に

於
て
通
俗
学
校
を
設
て
諸
人
を
誘
引
す
る
者
幾
計
あ
る

や
」
と
、
仏
教
界
に
お
け
る
普
通
教
育
参
入
へ
の
遅
れ

を
憂
い
て
い
る
。
当
時
寺
田
が
考
え
て
い
た
学
校
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
、
府
下
各
宗
の
寺
院
を
し
て
、
文
部
省
の
学
令

に
順
ひ
世
間
普
通
の
私
立
小
学
校
を
成
る
べ
く

数
多
く
開
か
し
む
る
事

一
、
小
学
校
は
当
分
成
る
べ
く
簡
易
な
る
課
を
開

か
し
め
て
、
広
く
衆
嬰
児
を
教
ゆ
る
の
法
を
設

け
し
む
る
事

一
、
小
学
校
は
成
る
べ
く
僅
少
の
月
謝
を
要
せ
し

め
、
貧
児
は
無
月
謝
に
て
教
授
す
る
の
法
を
設

け
し
む
る
事

A
H
B

寺
田
が
各
宗
派
協
力
し
て
学
校
設
立
の
必
要
性
に
言

及
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、

同
年
八
月
二
六
日
付
け
の
『
明
教
新
誌
』
に
は
、
修
身

演
説
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。

近
頃
府
下
各
区
の
各
宗
寺
院
は
共
同
し
て
各
区
に
貧

児
教
育
の
小
学
校
を
設
立
せ
ら
れ
た
る
が
、
何
れ
と

も
教
授
法
は
今
度
東
京
府
庁
よ
り
第
四
十
四
号
を
以

て
令
せ
ら
れ
た
る
小
学
簡
易
教
則
に
依
も
の
と
知
ら

れ
た
り
、
然
る
に
此
簡
易
科
は
読
書
・
作
文
・
習
字
・

算
術
の
四
科
に
て
、
別
に
修
身
の
科
目
は
見
へ
さ
れ
と

も
、
読
書
中
に
修
身
教
義
を
含
蓄
せ
し
め
ら
る
ゝ
の
意

な
る
が
、
未
た
教
授
本
の
制
定
を
見
さ
れ
は
其
何
た
る

は
知
り
難
け
れ
ど
、
其
は
兎
に
角
僧
侶
の
慈
手
に
此
美

挙
あ
る
已
上
は
、
修
身
演
説
の
一
科
を
置
き
仏
教
主
義

の
修
身
演
説
と
い
ふ
を
開
か
れ
て
は
如
何

A
I
B

右
の
記
述
か
ら
は
、
当
時
の
寺
院
関
係
者
の
中
に
は

普
通
教
育
に
参
入
す
る
大
き
な
目
的
と
し
て
、
当
然
仏

教
の
教
え
を
広
め
る
こ
と
の
期
待
が
あ
っ
た
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、『
文
部
省
第
十
五
年
報
』（
明
治
二
〇
年
）
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に
は
小
学
簡
易
科
の
設
置
に
つ
い
て
、「
広
島
・
愛
媛
・

兵
庫
・
石
川
ノ
諸
県
ニ
於
テ
ハ
、
五
百
四
拾
四
箇
乃
至

七
百
弐
拾
四
箇
ノ
多
キ
ニ
達
ス
ル
ニ
、
山
梨
・
静
岡
・

宮
城
・
群
馬
ノ
諸
県
ニ
於
テ
ハ
三
箇
乃
至
九
箇
ニ
過
キ

ス
シ
テ
、
東
京
府
・
埼
玉
・
茨
城
・
佐
賀
ノ
諸
県
ニ
ハ

一
モ
コ
レ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ

A
J
B

」
と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
お

り
、
簡
易
科
設
置
へ
の
取
り
組
み
が
各
府
県
に
よ
り
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
小
学
簡
易
科
ハ
、
民
間
或
ハ
之
ヲ
貧
民
学
校

ト
唱
ヘ
、
己
レ
自
ラ
授
業
料
ヲ
納
メ
テ
子
弟
ヲ
尋
常
小

学
校
ニ
入
ル
ヽ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
モ
、
小
学
簡
易
科

ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
屑
ト
セ
ル
、
町
村
モ
亦
其
指
定
ヲ
好
マ

サ
ル
等
ノ
事
情
ア
ル
コ
ト
府
県
ノ
多
ク
報
告
ス
ル
所
ナ

レ
ハ
、
小
学
簡
易
科
ノ
多
カ
ラ
サ
ル
ハ
、
或
ハ
是
等
ノ

事
情
ニ
因
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン

A
K
B

」
と
の
報
告
が
残
さ
れ
て
い

る
。
簡
易
科
に
つ
い
て
は
設
置
す
る
町
村
側
だ
け
で
は

な
く
、
授
業
料
の
負
担
が
難
し
い
貧
困
層
側
に
と
っ
て

も
受
け
入
れ
に
複
雑
な
思
い
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
結
果
と
し
て
地
域
に
よ
り
設
置
状
況
に
大
き
な

差
が
生
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

地
域
の
寺
院
協
力
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
東
京
府
内
の

学
校
の
中
で
、
初
期
の
開
校
と
思
わ
れ
て
い
る
の
が
明

治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
五
月
二
二
日
開
校
の
慈
愍
小
学

校
（
本
郷
区
）
で
あ
る
。
同
校
の
設
置
願
が
提
出
さ
れ
た

際
に
、
特
別
に
追
加
さ
れ
た
の
が
次
の
記
述
で
あ
っ
た
。

但
シ
、
学
科
・
学
期
・
課
程
及
、
教
科
用
図
書
・

器
械
等
ハ
、
当
分
ノ
内
客
年
府
令
第
三
十
号
、
小

学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
実
施
方
法
、
中
小
学
尋
常

科
ノ
部
ニ
準
シ
テ
施
行
ス
ヘ
シ
、
其
他
ハ
ス
ヘ
テ

本
府
学
務
課
ニ
商
議
ヲ
遂
ク
ヘ
シ
、
且
、
開
校
ノ

期
日
ハ
前
以
テ
届
出
ヘ
シ

    

明
治
二
十
年
五
月
二
日　

東
京
府
知
事
高
崎
五
六

A
L
B

右
の
記
述
に
よ
り
、
慈
愍
小
学
校
が
当
初
尋
常
科
と

し
て
開
校
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
慈
愍
小
学
校
委
員
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
就
学
の

勧
め

A
M
B

」
に
は
、
月
謝
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
お
り
、
実
態
と
し
て
は
簡
易
科
小
学
校
に
類
す
る
学

校
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
郷
区
・
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小
石
川
区
内
一
五
の
寺
院
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は

明
ら
か
で
あ
り
、
同
校
の
開
校
に
臨
席
し
た
東
京
府
知

事
高
崎
五
六
の
祝
詞
に
も
、
こ
の
小
学
校
が
本
郷
区
近

傍
の
各
宗
寺
院
の
僧
侶
諸
氏
が
設
立
に
尽
力
し
た
事
実

が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
の
教
育
に
つ
い
て
、

「
殊
に
貧
民
の
子
弟
を
教
育
す
る
の
学
校
に
於
て
は
、
努

め
て
道
徳
の
教
を
重
し
、
各
自
生
計
の
事
に
勉
励
す
る

様
教
育
せ
ん
と
、
最
と
も
肝
要
な
る

A
N
B

」
と
し
て
、
特
に

道
徳
教
育
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当

初
尋
常
科
と
し
て
設
置
さ
れ
た
慈
愍
小
学
校
か
ら
「
簡

易
科
御
引
直
願

A
O
B

」
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
〇
年

一
〇
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
か
ら
貧
民
子
弟

の
教
育
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
学
校
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
制
度
化
に
伴
い
簡
易
科
に
移
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
東
京
都
文
書
館
に
は
同
年
八
月
二
四
日
に
提
出

さ
れ
た
慈
善
学
校
（
浅
草
下
谷
）
の
設
置
願
も
残
さ
れ
て

い
る
。

　
　

慈
善
学
校
設
置
願

謹
而
、
東
京
府
知
事
閣
下
ニ
請
願
ス
、
我
東
京
府

下
ノ
如
キ
人
口
繁
密
、
随
テ
貧
富
ノ
等
差
最
モ
甚

敷
、
貧
者
ハ
益
窮
シ
、
富
者
ハ
益
饒
ナ
ル
ノ
勢
ニ

推
移
候
、
然
ル
ニ
貧
者
ノ
子
弟
タ
ル
目
前
ノ
活
計

ニ
困
苦
致
シ
候
ヨ
リ
、
自
然
入
校
就
学
候
事
能
ハ

ス
、
其
知
識
ノ
昏
昧
ナ
ル
ト
、
生
活
ノ
窮
困
ナ
ル

ト
ニ
ヨ
リ
、
不
知
・
不
識
法
令
ニ
背
キ
、
懲
罰
ニ

罹
ル
者
往
々
コ
レ
ア
リ
、
是
所
謂
不
教
ノ
民
ヲ
シ

テ
駆
テ
法
抗
ニ
陥
ラ
シ
ム
ル
者
ニ
シ
テ
、
国
家
文

明
ノ
缼
典
誠
ニ
憐
レ
ム
ベ
ク
、
傷
ム
ヘ
キ
ノ
至
ニ

存
候
、
就
テ
ハ
、
我
輩
幸
ニ
シ
テ
奎
運
旺
盛
ノ
明

世
ニ
遭
遇
シ
況
シ
テ
自
家
宗
教
ノ
徳
義
ニ
於
テ
傍

観
ス
ル
ニ
忍
ヒ
ス
、
茲
ニ
浅
草
下
谷
近
傍
各
宗
寺

院
僧
侶
有
志
ノ
者
同
心
協
力
、
各
自
応
分
ノ
喜
捨

ヲ
ナ
シ
、
一
ノ
慈
善
小
学
校
ヲ
設
置
シ
、
客
年
府

令
第
二
十
七
号
学
齢
児
童
就
学
規
則
第
三
條
ニ
基

キ
、
就
学
猶
予
ノ
許
可
ヲ
得
シ
モ
ノ
ヲ
集
メ
テ
就

学
為
致
度
、
一
ハ
以
テ
窮
困
難
化
ノ
民
ヲ
薫
陶
シ
、

一
ハ
以
テ
国
家
文
明
ノ
萬
一
ヲ
裨
補
致
シ
度
、
依

テ
先
浅
草
ニ
一
校
ヲ
設
ケ
度
候
間
、
左
ノ
件
々
御
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認
可
奉
仰
度
、
同
盟
規
約
相
添
此
段
奉
願
候
也
、

　
　
　

下
谷
区
上
野
桜
木
町
十
七
番
地

　
　
　
　

天
台
宗
凌
雲
院
住
職

　
　
　
　
　

権
僧
正　

宮
部
亮
常　

印

明
治
廿
年
八
月
廿
四
日

　
　
　

浅
草
区
浅
草
永
住
町
拾
七
番
地

　
　
　
　

真
言
宗
密
蔵
住
職
職

　
　
　
　
　

権
中
僧
都　

加
美
谷
智
観　

印

　
　
　

浅
草
区
浅
草
南
梠
山
町
三
十
六
番
地

　
　
　
　

日
蓮
宗
正
覚
寺
住
職

　
　
　
　
　

権
少
講
義　

草
ヶ
谷
昱
要　

印

　
　
　

下
谷
区
南
稲
荷
町
九
拾
八
番
地

　
　
　
　

真
宗
唯
念
寺
住
職

　
　
　
　
　

若
桜
木
清
譲　

印

　
　
　

浅
草
区
田
島
町
廿
番
地

　
　
　
　

浄
土
宗
誓
願
寺
住
職

　
　
　
　
　

新
妻
霊
俊　

印

　
　
　

北
豊
島
郡
地
方
槁
場
町
千
四
百
五
拾
番
地

　
　
　
　

曹
洞
宗
総
泉
寺
住
職

　
　
　
　
　

千
葉
俊
機　

印

　
　
　

浅
草
区
松
葉
町
百
廿
壱
番
地

　
　
　
　

臨
済
宗
海
禅
寺
住
職

　
　
　
　
　

宮
本
文
浄　

印

A
P
B

浅
草
区
柴
崎
町
二
十
四
番
地
の
寳
珠
院
を
借
用
し
開

校
し
た
同
校
の
目
的
は
、
府
下
貧
民
の
た
め
簡
易
科
を

設
け
教
育
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
背
景
に
は
「
不
知
・

不
識
法
令
ニ
背
キ
、
懲
罰
ニ
罹
ル
者
往
々
コ
レ
ア
リ
」

状
況
を
少
し
で
も
回
避
し
よ
う
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
設
置
に
向
け
取
り
決

め
ら
れ
た
「
同
盟
規
約
書

A
Q
B

」
に
よ
る
と
、「
本
校
の
維
持

金
ノ
義
、
同
盟
各
寺
院
有
志
者
ノ
寄
附
金
要
シ
、
充
分

ノ
準
備
ヲ
ナ
ス
事
ヲ
決
行
ス
ル
事
」
と
あ
り
、
各
寺
院

の
寄
附
金
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
設
立
さ

れ
た
学
校
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
賛
同
し
て
署

名
し
た
の
は
浅
草
区
・
下
谷
区
を
中
心
と
し
た
寺
院
の

僧
侶
た
ち
で
、
そ
の
数
は
一
八
七
人
に
も
及
ん
で
い
た
。

こ
の
慈
善
小
学
校
は
、
そ
の
後
生
徒
の
増
加
を
理
由
に

分
校
設
置
願

A
R
B

を
提
出
し
て
お
り
、
下
谷
区
北
稲
荷
町
の
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廣
徳
寺
寺
中
圓
照
院
を
教
場
と
し
て
、
宮
部
亮
常
（
天

台
宗
）・
若
桜
木
清
譲
（
浄
土
真
宗
）・
朝
木
英
叟
（
臨
済

宗
）
の
連
名
で
開
校
願
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
同
年
一
一

月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
東
京
府
内
に
は
こ
の
他
に

も
慈
育
学
校
（
麻
布
・
赤
坂
・
芝
）・
教
友
小
学
校
（
深
川
）

な
ど
、
明
治
二
〇
年
だ
け
で
も
多
く
の
学
校
が
宗
派
を

超
え
た
僧
侶
た
ち
に
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
こ
の
時
期
東
京
府
内
に
は
複
数
の
宗
派
の
同
盟
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
同
一
宗
派
の

僧
侶
が
協
力
し
て
開
校
に
至
っ
た
記
録
も
残
さ
れ
て
い

る
。
同
年
九
月
に
浅
草
松
清
町
の
本
願
寺
内
に
設
け
ら

れ
た
開
善
学
校
は
、
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
の
団
結
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
学
校
で
、
学
校
経
費
は
「
同
盟
者
并
有

志
ノ
寄
送
金
」
で
賄
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
教

育
内
容
は
尋
常
科
と
さ
れ
て
い
る
が
、
貧
民
子
弟
の
為

に
設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
設
置
願
に
は
六
二
名
の

署
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
校
の
設
立
目
的
に
つ
い
て
、

「
古
者
寺
児
ノ
称
ア
リ
、
蓋
シ
、
寺
院
住
職
等
檀
家
子
弟

教
育
シ
テ
、
習
字
・
読
書
等
ノ
業
ヲ
授
ケ
、
以
テ
間
接

布
教
ノ
実
益
ヲ
奏
セ
シ

A
S
B

」
と
あ
り
、
慈
善
的
思
い
だ
け

で
貧
民
教
育
へ
の
参
入
が
目
指
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
各
宗
仏
教
寺
院
の
協

力
で
設
立
さ
れ
た
簡
易
科
小
学
校
は
、
本
来
公
的
資
金

に
よ
り
賄
わ
れ
る
は
ず
の
経
費
が
、
各
寺
院
の
寄
付
金

で
支
え
る
事
を
前
提
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
大
き
な

特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
徐
々
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
た

こ
と
は
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

三
、
簡
易
科
小
学
校
設
置
と
就
学
率
に
つ
い
て

『
文
部
省
年
報
』
の
記
録
に
よ
る
と
、「
学
制
」
が
施

行
さ
れ
て
以
降
確
実
に
増
加
し
て
い
た
就
学
率
が
減
少

に
転
じ
た
の
は
『
文
部
省
第
十
三
年
報
』（
明
治
一
八
年
）

か
ら
で
あ
り
、
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
た
の
は
七
年
後

の
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
で
あ
る
こ
と
は
、
表
１
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
「
教
育
令
」
が
再
度
改
正
さ
れ
、
続
い

て「
小
学
校
令
」が
施
行
さ
れ
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
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先
に
も
述
べ
た
通
り
こ
の
時
期
は
経
済
状
況
が
疲
弊
し

て
お
り
、
生
活
に
窮
し
た
多
く
の
人
々
が
都
市
に
流
入

し
、
各
地
に
貧
民
窟
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。「
明
治
一
〇

年
代
に
入
る
と
、
資
本
主
義
の
発
展
も
よ
う
や
く
軌
道

に
の
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
都
市
の
各
地
に
貧

民
窟
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

A
T
B

」
ま
た
、「
東
京
で

も
三
大
貧
民
窟
と
い
わ
れ
た
芝
新
網
・
四
ツ
谷
鮫
ヶ
橋
・

下
谷
万
年
町
を
中
心
に
貧
民
窟
が
ふ
え
は
じ
め
、
明
治

二
〇
年
代
に
な
る
と
そ
の
範
囲
も
深
川
・
本
所
・
浅
草

な
ど
の
下
町
方
面
に
広
が
っ
て
い
っ
た
」
状
況
の
中
、

明治 学齢人口 就学者 % 学齢人口 就学者 %

11 5,281,727 2,179,267 41 114,296 57,588 50

12 5,371,383 2,210,607 41 134,860 79,573 59

13 5,533,196 2,271,850 41 132,597 57,304 43

14 5,615,007 2,413,586 43 141,782 58,191 41

15 5,750,946 2,789,776 49 149,122 60,818 41

16 5,952,000 3,037,270 51 156,866 61,612 39

17 6,164,190 3,129,073 51 130,742 78,562 60

18 6,413,684 3,182,232 50 176,232 77,891 44

19 6,611,461 3,063,186 46 200,232 89,145 45

20 6,740,929 3,033,116 45 203,245 95,701 47

21 6,920,345 3,277,489 47 214,288 102,967 48

22 7,078,564 3,410,422 48 227,974 110,566 48

23 7,195,412 3,520,718 49 223,737 104,345 47

24 7,220,450 3,783,435 52 217,584 104,199 48

『文部省年報』により作成

月日 場所 名称

5 月 23 日 本郷  慈愍小学校

8 月 23 日 麻布、赤坂、芝  慈育小学校

8 月 25 日 浅草  慈善小学校

9 月 13 日 浅草  開善小学校

10 月 27 日 本郷  慈愍小学校（簡易科）

10 月 29 日 深川  教友小学校

11 月 10 日 谷中  貧民小学校

11 月 15 日 浅草  慈善小学分校

表 1　全国及び東京府の就学率表

　　全　国　　　　　　　　　　　東　京

表 2　東京府内の簡易科小学校（明治 20 年）

「東京都文書館所蔵文書」により作成
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東
京
府
内
に
簡
易
科
小
学
校
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、

『
文
部
省
年
報
』
に
よ
る
と
明
治
二
〇
年
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
東
京
都
文
書
館
に
は
こ
の
年
に
開
校
願

が
提
出
さ
れ
た
学
校
の
記
録
が
、
七
校
分
残
さ
れ
て

い
る
が
、
貧
困
者
が
集
住
す
る
地
域
で
多
く
開
校
し

て
い
た
こ
と
は
表
２
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
期
の
就
学
状
況
を
詳
し
く
見

て
み
る
と
、
尋
常
小
学
校
が
比
較
的
安
定
し
て
就
学

者
を
確
保
し
て
い
る
一
方
で
、
簡
易
科
だ
け
で
は
な

く
高
等
科
も
就
学
者
を
増
や
し
て
い
た
こ
と
は
表

３
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

全
体
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
確
実
に
増
加
し
て

い
た
就
学
率
が
減
少
に
転
じ
た
時
期
で
あ
る
。
貧
困

者
対
策
と
し
て
簡
易
科
が
導
入
さ
れ
、
徐
々
に
簡
易

科
の
就
学
者
が
増
加
し
て
い
た
一
方
で
、
高
等
科
も

そ
の
数
を
増
や
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
の
就
学

者
増
に
つ
な
が
る
事
が
な
か
っ
た
の
は
記
録
に
よ

り
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
状
況
に
対
し

て
簡
易
科
設
置
の
対
策
が
、
全
く
の
徒
労
で
あ
っ
た

明治 学齢人口
公立学校生徒 私立学校生徒

簡易 尋常 高等 簡易 尋常 高等

19 6,611,461 182,295 2,486,180 93,398 39,029 1,700 37

20 6,740,929 615,109 1,915,458 136,799 1,117 41,815 2,523

21 6,920,345 742,950 1,955,461 175,348 2,851 47,606 3,652

22 7,078,564 781,908 1,993,134 198,401 3,852 49,948 4,151

23 7,195,412 725,701 2,084,384 227,947 4,860 48,187 4,751

『文部省年報』により作成

表 3　就学者一覧表

明治
簡易科 尋常科 高等科

官 公 私 官 公 私 官 公 私

19 244 415 70 54

20 1 243 348 73 69

21 1 16 251 379 78 79

22 252 73

23 1 1 19 2 248 375 2 75 83

『文部省年報』により作成

表 4　東京府の学校一覧表
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と
判
断
す
る
こ
と
は
早
計
だ
と
思
わ
れ
る
。
緊
縮
財
政

政
策
な
ど
の
影
響
に
よ
り
増
加
し
た
生
活
困
窮
者
が
都

市
に
流
れ
込
ん
で
く
る
一
方
、
富
裕
層
も
確
実
に
増
加

し
て
い
る
と
い
う
貧
富
の
二
極
分
化
が
進
ん
で
い
る
中
、

就
学
率
の
落
ち
込
み
の
下
支
え
の
役
割
を
果
た
し
た
の

が
簡
易
科
小
学
校
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
時

期
簡
易
科
の
設
置
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
は
表

４
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
簡
易
科
の
就

学
者
が
増
加
し
て
い
る
。

東
京
府
内
の
簡
易
科
小
学
校
の
多
く
は
、
地
域
の
寺

院
が
協
力
す
る
こ
と
で
設
立
さ
れ
て
い
た
。
時
の
文
部

大
臣
森
有
礼
が
明
治
二
〇
年
一
一
月
に
三
重
県
を
巡
視

中
に
行
っ
た
演
説
の
中
で
、「
簡
易
科
ハ
国
民
多
数
ノ
就

学
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
、
国
民
教
育
ノ
挙
否
ハ
実
ニ
簡
易
科

学
校
ノ
如
何
ニ
在
リ
、
尋
常
科
高
等
科
ノ
学
校
ハ
授
業

料
ヲ
納
メ
得
ヘ
キ
金
持
ノ
就
学
ス
ヘ
キ
所
ナ
レ
ハ
、
格

別
之
ヲ
奨
励
セ
サ
ル
モ
自
ラ
進
ン
テ
興
起
ス
ヘ
シ
ト
雖

ト
モ
、
簡
易
科
学
校
ニ
於
テ
ハ
最
モ
郡
長
ノ
尽
力
ヲ
要

ス
ヘ
シ

A
U
B

」
と
語
っ
て
い
る
。
当
時
森
大
臣
が
簡
易
科
設

置
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
背
景
に
は
、
貧
困
者
の

増
加
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
も
の
の
、
一
方
で

高
等
科
設
置
を
望
む
層
も
確
実
に
増
え
て
い
た
状
況
に

つ
い
て
、
尋
常
科
・
高
等
科
の
授
業
料
を
払
え
る
人
々

を
金
持
ち
と
断
定
し
て
い
る
。
特
別
奨
励
し
な
く
と
も

学
校
へ
通
え
る
人
々
を
気
に
掛
け
る
必
要
は
な
い
の
で

あ
り
、
学
校
に
行
け
な
い
貧
困
者
こ
そ
手
厚
く
支
援
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、『
文
部
省
第
十
八
年
報
』（
明
治
二
三
年
）

に
は
次
の
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
貧
困
者
を
対
象
と

し
た
簡
易
科
の
差
別
感
が
、
貧
困
者
た
ち
か
ら
も
忌
避

さ
れ
る
結
果
を
招
い
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

高
等
小
学
校
設
置
ノ
区
域
ハ
、
府
県
多
ク
ハ
一
郡

市
ヲ
以
テ
之
ヲ
区
画
セ
ル
ヲ
以
テ
、
其
維
持
ノ
方

法
ハ
十
分
ニ
之
ヲ
鞏
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
便
ア
リ
ト

雖
、
往
々
其
区
域
過
大
ニ
シ
テ
生
徒
通
学
上
不
便

ヲ
免
カ
レ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
此
ノ
如
キ
地
方
ハ
別

ニ
一
校
ヲ
設
ケ
ン
コ
ト
ヲ
企
画
シ
、
以
テ
シ
テ
イ

ノ
便
ヲ
計
ル
モ
ノ
ア
リ
キ
、
本
年
高
等
科
ノ
増
シ
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タ
ル
ハ
、
其
因
多
ク
ハ
此
ニ
ア
リ
、
又
簡
易
科
ハ
、

人
民
既
子
之
ヲ
厭
嫌
シ
、
尋
常
科
ニ
変
更
セ
ン
ト

ス
ル
ノ
冀
望
ア
ル
ハ
、
各
地
方
殆
ト
同
一
ノ
状
況

ナ
リ
シ
カ
、
本
年
簡
易
科
ノ
減
シ
テ
尋
常
科
ノ
増

シ
タ
ル
ハ
、
則
此
企
望
ニ
成
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ

A
V
B

結
果
と
し
て
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
〇
月
七
日

の
「
小
学
校
令
」
改
正
に
よ
り
、
簡
易
科
の
廃
止
が
決

定
さ
れ
制
度
上
は
そ
の
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

我
が
国
に
お
け
る
近
代
学
校
制
度
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の
「
学
制
」
頒
布
に
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
後
「
教
育
令
」・「
小
学
校
令
」
と
短
期
間
で
大
き

く
制
度
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
も
度
々
改
正

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で

あ
る
。
教
育
制
度
の
見
直
し
は
、
本
来
就
学
者
の
た
め

に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
近
代
学
校
制

度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
日
の
浅
い
こ
の
時
期
は
、
国
の

経
済
状
況
や
支
配
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
教
育
内
容
だ

け
で
は
な
く
就
学
期
間
や
就
学
形
態
な
ど
が
、
短
期
間

に
大
き
く
か
わ
っ
て
い
る
。

近
代
学
校
制
度
は
、
導
入
か
ら
一
貫
し
て
民
費
依
存
・

受
益
者
負
担
を
原
則
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、「
学
制
」

の
中
で
想
定
さ
れ
て
い
た
唯
一
の
例
外
で
あ
る
貧
人
小

学
も
、
結
果
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
施
行
の
「
小

学
校
令
」
で
は
、
貧
困
者
の
た
め
に
授
業
料
を
徴
収
し

な
い
簡
易
科
の
設
置
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

の
経
費
は
区
町
村
費
で
賄
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

教
員
報
酬
も
地
方
税
で
補
助
す
る
な
ど
、
公
的
資
金
で

支
え
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
東

京
府
で
は
こ
の
時
期
多
く
の
寺
院
が
宗
派
を
超
え
て
簡

易
科
小
学
校
の
設
立
に
尽
力
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
学

校
は
同
盟
者
並
び
に
有
志
の
寄
付
で
維
持
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
公
的
資
金
に
頼
る
こ
と
な
く

運
営
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
同
盟
者
を
必
要
と
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
地
域
の
寺
院
が
宗
派
を
超
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え
同
盟
を
結
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
制
度
の
改
正
に
よ
り
簡
易
科
設
置
を
決

定
し
た
背
景
に
は
、
慈
善
学
校
の
設
置
願
に
記
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
「
貧
者
ノ
子
弟
タ
ル
目
前
ノ
活
計
ニ
困
苦

致
シ
候
ヨ
リ
、
自
然
入
校
就
学
候
事
能
ハ
ス
、
其
知
識

ノ
昏
昧
ナ
ル
ト
、
生
活
ノ
窮
困
ナ
ル
ト
ニ
ヨ
リ
、
不
知
・

不
識
法
令
ニ
背
キ
、
懲
罰
ニ
罹
ル
者
往
々
コ
レ
ア
リ
」

状
況
を
回
避
す
る
目
的
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
仏
教
寺
院
が
学
校
設
立
に
関
わ
っ
た
目
的

に
は
、「
古
者
寺
児
ノ
称
ア
リ
、
蓋
シ
、
寺
院
住
職
等
檀

家
子
弟
教
育
シ
テ
、
習
字
・
読
書
等
ノ
業
ヲ
授
ケ
、
以

テ
間
接
布
教
ノ
実
益
ヲ
奏
セ
シ
」
と
の
思
い
が
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

近
代
学
校
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
就
学
率
は
確

実
に
上
昇
し
て
い
た
も
の
の
、「
教
育
令
」
後
半
か
ら
「
小

学
校
令
」
初
期
に
お
い
て
は
、
一
転
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
緊
縮
財
政
に
よ
り
経
済
的
に

疲
弊
し
た
人
々
が
増
加
し
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
税

収
の
減
少
に
よ
る
教
育
関
連
予
算
の
削
減
も
影
響
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
授
業
料

が
不
要
と
な
る
簡
易
科
の
設
置
に
よ
っ
て
就
学
率
の
挽

回
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
簡
易
科
設
置
が
制
度
化

さ
れ
た
こ
と
で
多
く
の
仏
教
寺
院
が
簡
易
科
小
学
校
を

設
立
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
簡
易
科
の
就
学
者
は
年
々

増
加
し
て
い
た
も
の
の
、
全
体
の
就
学
率
回
復
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
の
は
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
簡
易
科
設
置
の
政
策
は
、
地
域
住
民
だ
け

で
は
な
く
、
貧
困
者
か
ら
も
不
評
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
徐
々
に
就
学
者
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
明
治
二
三

年
（
一
八
九
〇
）
に
は
制
度
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。
当
初

よ
り
貧
困
者
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
で
、
差
別
化
さ

れ
た
印
象
が
嫌
わ
れ
る
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

経
済
的
に
厳
し
い
状
況
の
中
、
就
学
率
の
落
ち
込
み
が

こ
の
程
度
で
留
ま
っ
た
背
景
に
、
簡
易
科
小
学
校
に
よ

る
就
学
者
の
下
支
え
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

東
京
府
内
の
宗
派
を
超
え
た
寺
院
同
盟
に
よ
る
簡
易
科

小
学
校
の
設
置
に
も
、
一
定
の
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
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註

（
１
） 
久
木
幸
男 

「
慈
善
洛
東
学
院
と
そ
の
周
辺
」（『
横
浜
国
立
大
学
紀

要
』
第
二
二
集
、
一
九
八
二
年
）。

（
２
）
戸
田
金
一
「
学
制
期
に
お
け
る
府
県
の
貧
困
子
女
就
学
方
策
に

つ
い
て
」（『
聖
園
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、

二
〇
〇
六
年
）。 

（
３
）
戸
田
金
一
「
秋
田
県
２
慈
善
学
校
狭
間
期
に
お
け
る
貧
民
子
弟

の
就
学
」（『
聖
園
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、

二
〇
〇
五
年
）。  

（
４
） 

戸
田
金
一『
明
治
初
期
の
福
祉
と
教
育
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
八
年
。

（
５
） 

土
方
苑
子
『
東
京
の
近
代
小
学
校
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二

年
。 

（
６
）
谷
川
穣
『
明
治
前
期
の
教
育
・
文
化
・
仏
教
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
八
年
。 

（
７
）
中
西
直
樹
・
阿
部
純
宏
・
川
瀬
裕
之
「
明
治
初
期
の
文
教
政
策
と

仏
教
」（
京
都
女
子
大
学
仏
教
・
文
化
研
究
所『
研
究
紀
要
』第
六
号
、

一
八
九
三
年
）。 

（
８
）『
法
令
類
纂
』
巻
八
十
三
（
国
会
図
書
館
所
蔵
文
書
）。 

（
９
）
同
前
。 

（
10
）
貧
人
小
学
に
つ
い
て
は
、倉
沢
剛
も
『
小
学
校
の
歴
史
』
Ⅱ
の
中
で
、

「
学
制
に
は
貧
人
小
学
の
規
定
が
あ
っ
た
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
設

置
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
11
）『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
五
十
五
巻
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
文
書
）。 

（
12
）『
太
政
類
典
』
第
四
編
第
三
十
七
巻
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
文
書
）。 

（
13
）「
小
学
簡
易
科
要
項
」（『
明
治
前
期　

教
育
資
料
集
成
』
二
十
一
、

東
京
都
図
書
館
所
蔵
文
書
）。 

（
14
） 

大
内
青
巒
主
宰
「
明
教
新
誌
」
第
二
一
五
八
号
（
明
治
二
〇
年
二

月
二
六
日
）。 

（
15
）
同
前
。 

（
16
）
同
前
、
第
二
二
四
五
号
（
明
治
二
〇
年
八
月
二
六
日
）。 

（
17
）
文
部
省
『
文
部
省
第
十
五
年
報
』（
明
治
二
〇
年
）。 

（
18
）
同
前
。 

（
19
）『
日
本
教
育
会
雑
誌
』
第
五
十
六
号
（
明
治
二
〇
年
五
月
）（『
近
代

日
本
教
育
叢
書
』
資
料
編
一
、
宣
文
堂
書
店
出
版
部
、
一
九
六
九
年

復
刻
、
一
九
七
四
年
再
版
）。 

（
20
）
同
前
。 

（
21
） 

大
内
青
巒
主
宰
「
明
教
新
誌
」
第
二
二
〇
二
号
（
明
治
二
〇
年
五

月
三
〇
日
）。 

（
22
）「
簡
易
科
御
引
直
願
」（
東
京
都
文
書
館
所
蔵
文
書
）。 

（
23
）「
慈
善
学
校
設
置
願
」（
東
京
都
文
書
館
所
蔵
文
書
）。 

（
24
）
同
前
。

（
25
）
同
前
。

（
26
）
同
前
。

（
27
）
江
村
栄
一
・
中
村
政
則
編
『
日
本
民
衆
の
歴
史
』
六
、三
省
堂
、

一
九
七
四
年
。

（
28
）
大
久
保
利
謙
『
新
修　

森
有
有
禮
全
集
』
第
二
巻
、
文
泉
堂
書
店
、

一
九
九
八
年
。 

（
29
）
文
部
省
『
文
部
省
第
十
八
年
報
』（
明
治
二
三
年
）。 




